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より流れの変動を増長することが考えられた。これらは固定管群中に配置した  本または 3 本の可動管の運
動および流れ場の計測結果からも示された。また，可動管群の流れ場より管にかかる力を算出し，管の運動
と比較することより，管が流体力を受け運動することが示され，推定したメカニズムを裏付けた。
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審　査　の　結　果　の　要　旨
　管群全体を可動管で構成した実験は従来にはなく，流れと管群が十分に相互作用した状態を研究対象とし
た新しい実験的研究を行っている。実験では画像処理計測を用い，広い範囲の流れ場および管群の振動に関
する情報を得た。これに基づき，主流方向に隣り合う管の運動を関連付けて説明を行い，流体から受ける力
を算定し流体と管群運動の相互作用による振動メカニズムに言及した考察は新しい知見を与えており評価で
きる。ただし，計測から直接求めることが困難な圧力分布に対する考察や実際の熱交換器内振動に関する考
察が十分でない面もある。しかし，全体としては多方面から管群の振動メカニズムを考察・説明していると
言える。
　以上のように本論文で流体と管群の相互作用に基づき管群振動のメカニズムを明らかにしたことは工学的
に高く評価できる。
　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
